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平成20年４月より生活習慣病をより効果的に予防する目的で､ 40
歳～74歳の人を対象に､ 新しい健診制度である ｢特定健康診査 (特
定健診)・特定保健指導｣ が実施されました｡ この生活習慣病の芽
は早い時期から健診結果にあらわれており､ 内臓脂肪型肥満 (内臓肥満) に起因する ｢メタ
ボリックシンドローム (内臓脂肪症候群)｣ と深く関係していることが､ 近年の研究からわ
かってきました｡ 国民医療費は年々増加し､ 昨年で35兆円､ 2025年には65兆円にまで膨らむ
と言われております｡ 国は､ 生活習慣予防のために健診と健康指導を強化することで､ 高血
圧や糖尿病といった病気になる可能性を低下させ､ 医療費を抑制しようとしております｡
今年度の県歯の健康診断でも会員の意識変化もあり受診者数が2150名から2544名に増加し
ております｡ 先生のみでなくスタッフの定期健康診断記録も保健所より検査時にチェックさ
れるようになってきております｡ 労働安全衛生法の66条で事業者は､ 労働者に対し､ 医師に
よる健康診断を行わなければならないとなっておりますし､ 歯科医師国保からの補助もあり
ますので､ ぜひ受診させていただきたいと思います｡

また県歯は ｢歯周病と全身疾患との関わり｣ をテー
マとして､ 研修会やシンポジウムを企画しており､ 糖
尿病・冠動脈疾患・メタボリックシンドローム等患者
さんのみでなく自身の歯・口の健康と全身の健康につ
いて考えてみてはいかがでしょうか｡
平成18年の第５次医療法改正に伴い､ 患者等への医

療に関する情報提供の推進・良質で安全な医療の提供
によって地域社会に貢献すること等を義務付けしてお
ります｡

保健所による立ち入り検査も行われ､ 医療安全管理マニュアルの作成及び実施状況､ 医療廃
棄物の委託契約書及び処理報告書､ 漏洩放射線測定結果報告書､ フィルムバッジ測定記録等
のチェックがあり､ 厳しくなっております｡
治療においては患者数の減少､ 歯科医院の乱立､ 文書提供の義務､ 十分な説明､ 院内感染
症対策とあわせて､ 患者さんの厳しい目もあり年々収入が減少し､ 益々厳しくなっていく状
況の中で､ ｢他の歯科医院と違う特徴ある医院づくりをしたい｣ と考える歯科医師が増えて
いると思います｡
広告規制も大幅に緩和され､ 地域住民へ自院の長所や‘売り’を強くPRしたい気持ちは､
歯科医院経営者たる者誰もが抱く素直な感情であるが､ 法律に違反したのでは元の木阿弥で
あります｡
｢患者さんを満足・感動させる｣ ことは大変ですが､ ｢思っていたよりも親切な対応で､

温かい気分になれたよ｣ と言われることは可能だと思います｡
患者さんの目線に立ち､ ほんの少し心遣いをプラスして継続することが､ ｢患者さんを満
足・感動させ､ 他の歯科医院と違う特徴ある医院づくり｣ につながるのではないでしょうか｡
サービスとは患者さんに対して､ 満足・喜び・感動・そして夢を提供する事であり､ 患者
満足度をアップさせることが必要です｡ 患者満足度が､ その後の受診行動として患者さんか
ら紹介患者さんの増加､ 継続受診につながると思います｡ 厚生・管理委員会では役立つ情報
を提供し､ それをバックアップするかたちの事業をおこないたいと考えます｡
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熊本県歯科医師会の共済互助事業は､ 昭和

43年に本会の事業の一つである会員の福祉・

厚生に関するものとして始められ､ 定款にも

明記されています｡

共済互助制度は､ 会員の相互扶助の理念に

より､ 会員の福祉共済をはかることを目的と

しています｡ 具体的には､ 福祉共済として､

必要な給付を行うことであり､ ①生前給付

②入院 ③自宅療養 ④火災 ⑤障害 ⑥災

害休業 ⑦傷害見舞 ⑧死亡などに給付がな

されています｡

本県の共済互助給付金には､ 他県の歯科医

師会や他団体にはない特徴が２つ程あります｡

その一つは､ 生前給付金です｡ これは､ 本共

済互助制度に20年及び30年以上在籍した会員

の方々に､ 生前給付金として20年目､ 30年目

に50万円を給付するという制度であります｡

歯科医師会に入会して20年目､ 30年目という

時期は､ 会員にとっても､ 家庭環境等が節目

に当たる場合が多く､ 例えば､ 20年だとお子

さんの入学等であったり､ 30年であればその

お子さんの結婚の時期であったりするため､

大多数の会員にとっていろいろと役に立って

いるようです｡ そのため､ この生前給付は､

意義ある制度となっており､ 真に共済の意味

が生きていると言えるでしょう｡

今一つ､ 育英貸付制度があります｡ この制

度は､ 本会会員が死去してのち５年以内に大

学に進学した元会員のお子さんを対象に６年

間を限度として､ 月額最高５万円､ 年額最高

60万円までの貸付を行う制度です｡ 返還は最

長８年間とし､ 貸付奨学金への利息は無利息

であります｡

さらに､ 他県にない制度として､ 急病時の

代診派遣制度があります｡ 本制度は本会会員

が急病で自医院での診療を休まなければなら

ない時に､ 本会が斡旋して代診の先生を派遣

するという制度です｡ 本会会員の診療所が診

療不能となり､ やむなく休診せざるを得ない

場合に互助しようというもので､ 急病等の困っ

たときの救済方法の一つであります｡ あくま

で､ 診療続行により本会会員の診療所の診療

が途切れないようにするものであり､ 診療所

の医業上昇を期待させるものではありません｡

しかし､ この制度のおかげで､ 急病時にも

休診せずに診療体制を続けられることができ､

患者さんに迷惑をかけることなく､ また､ 医

院経営にとっても最悪の事態は避けることが

できます｡ この制度は現在まで年平均2.1回

の利用がなされています｡

このように､ 本会の共済制度は､ 共済互助

の出発点となった死亡給付を始め､ 入院､ 自

宅療養､ 火災､ 障害､ 災害休業給付制度､ 傷

病､ 火災災害見舞金制度があり､ それなりに

福祉共済としての役割を担うことできていま

す｡

ところで､ 熊本県歯科医師会の共済互助は､

少額の掛け金で共済互助する制度であり､ 一

般社会的にみると保険の一種であります｡ 平

成18年４月の保険業法の改正により､ 本会の

共済互助制度も保険業法の適用を受けること

になりました｡ 本会の共済互助は､ 財務省等

の認可を受けていない無認可共済となり､ こ

の保険業法の規則対象となります｡ しかし､

加入者数が1,000名以下の場合､ この保険業

法適用除外となり､ 本県の場合は今までどお

り､ 共済互助事業を継続して行うことができ

ます｡

一方､ 日歯の福祉共済は､ ６万５千人の会

員で成り立っていますので､ この法律に抵触
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することになり､ 今まで通りに社団法人が運

営することが不可能となります｡ そこで､ 現

在日歯では､ 日歯福祉共済制度を①法律改正

や新法律を作ってもらい適用除外とする②協

同組合へ移行する③生命保険会社への委託④

独自に保険会社を設立する⑤少額短期保険業

者の登録をする⑥廃業 (解散) する､ いずれ

かの選択を迫られています｡

日歯も①の法律的に適用除外になるように

努力していますが､ まだ見通したがなってい

ない状況であります｡ この点､ 本県の共済互

助は問題ないのですが､ 熊本県歯科医師会が

新しく公益社団法人に移行するときは､ この

まま今まで通りの共済互助制度でいいのか､

少し不透明な点もあります｡ それは､ 公益社

団法人の事業が公益ということで厳しく制限

をされていることからであり､ この制度の範

囲をクリアしていくために､ 今一度精査して

いる状況であります｡ このことについては､

また後日に報告をさせていただきたいと思っ

ております｡

[参考資料]

公益法人制度改革と改正保険業法による現行の共済制度への影響について

加入者数 補 償 額 改 正 保 険 業 法 公益法人制度改革における留意点

1,000名
超

社会通念上
妥当な金額
を超える場合

(目安は10万円程
度)

保険業法の適
用を受けます

対

応

策

①協同組合への移行
公益法人内で制度を抱えないため公
益目的事業比率への影響はなし

②他の保険会社への委託
公益法人内で制度を抱えないため公
益目的事業比率への影響はない

③保険会社の成立
公益法人内で制度を抱えないため公
益目的事業比率への影響はなし

④少額短期保険業者の登録
公益社団法人内で制度を保有する場
合公益目的事業比率への影響を確認｡
別法人にて設立する場合は影響なし

⑤廃業 (解散)
制度の継続がないため公益目的事業
比率への影響はなし

社会通念上
妥当な金額 保険業法の適用を受けない

公益社団法人内で制度を保有する場
合公益目的事業比率への影響を確認

1,000名
以下

社会通念上妥当な
金額を超える場合 保険業法の適用を受けない

公益社団法人内で制度を保有する場
合公益目的事業比率への影響を確認

社会通念上
妥当な金額 保険業法の適用を受けない

公益社団法人内で制度を保有する場
合公益目的事業比率への影響を確認
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日本経済も萎縮してきています｡ 日歯年金
の運用についてコンサルティング会社から話
を聞きました｡ 本会の場合はほとんど定期預
金で保管しておりますので､ しばらくはその
ままでいいと思います｡
三師会でレセプトオンライン請求の完全義
務化撤廃を求める共同声明を出し､ 記者会見
を行いました｡ 日歯や日医は手上げ方式を主
張していますが､ 政府はオンライン化に対応
出来ない診療所は代行請求も可能と言ってお
ります｡ 代行請求は法律上､ 医師会や歯科医
師会の医療関係団体であれば出来るとなって
おりますが､ 人員や機器を新たに導入しなく
てはいけない等の問題もあり､ 医師会は代行
請求を行わないと明言しております｡ また､
新しい情報が得られましたら皆様に報告した
いと思います｡

会会務務報報告告 (自：９月５日～至：10月23日)
総 務：理事会､ 常務理事会､ 臨時代議員

会､ 歯の健康力推進歯科医師等養
成講習会､ 県警察歯科医会研修会､
8020推進事業講演会､ 県プライマ
リ・ケア研究会総会・研修会､ 日
歯理事会､ 日歯常務理事会､ 日歯
代議員会､ 日歯通常総会

学 術：学術・社保合同研修会､ 九州各県
学術担当者会

社会保険：学術・社保合同研修会､ 九州各県
社会保険担当者会

地域保健：笑顔ヘルＣキャンペーン､ 九州各
県地域保健担当者会

厚生・管理：健康診断､ 九州各県厚生担当者
会､ 九州各県医療管理担当者会､
九地連厚生行事

広 報：熊歯会報編集・校正､ 九州各県広
報担当者会

学校歯科：学校歯科医研修会
医療対策：医療相談苦情事例報告

センター・介護：県介護支援専門員更新研修
調査・ＩＴ：日歯ＩＴ化推進委員会
学 院：体験入学
国保組合：理事会

会会務務報報告告そそのの２２
１. 学術委員会事業企画書
歯内療法についての有料講演会を､ 21年２
月22日 (日) に県歯会館において開催する｡
２. 社会保険委員会事業企画書
正しく点数算定を行うための研修会を､ 12
月21日 (日) に県歯会館において開催する｡
３. 職員採用
緒方和典 (総務課)
４. 本会ホームページのリンク
歯科医師国民年金基金より､ 相互リンクに
ついての依頼があり承諾した｡
５. 表彰
〇熊本県高等学校保健功労者表彰
吉井洋一会員 (熊本市)､ 木庭健雄会員
(鹿本郡市)､ 片山公則会員 (阿蘇郡市)､
森口茂樹会員 (天草郡市)
表彰式 熊本県高等学校保健研究協議大
会 平成21年１月20日 (火)
〇厚生労働大臣表彰 古賀明会員 (熊本市)
表彰式 平成20年11月22日 (土) 第29回
全国歯科保健大会
〇日本歯科医師会長表彰 福田民男会員
(八代)
表彰式 平成20年11月22日 (土) 第29回
全国歯科保健大会

10月28日 (火) 午後６時から県歯会館 第１会議室にて､ 堤会長ほか渡辺常務理事を除く全役
員出席のもと､ 議長を上田副会長､ 議事録署名人を伊藤理事､ 竹下理事とし開催された｡

堤会長あいさつ

旅費日当の見直しも
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６. チラシの配布依頼
〇学術講演会 (日本大学歯学部同窓会)
〇歯科衛生士シンポジウム (鹿児島県歯科
医師会)
全会員に配布する｡

７. 平成21年度歯の衛生週間事業の負担金
県より財政再建を推し進める中で､ 負担金
については３年間で10％以上の減額を行わな
ければならないとのことで､ 来年度はその内
５％減額の申し入れがあった｡
補助金についても見直しが行われ､ ３年間で
10～40％の減額が行われるとのことである｡
８. 口腔保健センター専用駐車場 (会館西側)
の使用
土曜日に講演会等開催される際の､ センター
専用駐車場や電鉄側駐車場の使用マニュアル
を作成したので､ 特に各委員会委員や職員に
周知する｡ あわせて､ 看板やキーボードを新
たに作製する｡
９. 新入会員研修会の日程
12月６日 (土) 午後３時より県歯会館にお
いて開催する｡ 今回は､ 施設基準届出に係る
研修もあわせて実施する｡
10. 関係機関からの推薦依頼
〇九州地方社会保険医療協議会委員 (九州
厚生局) 上田忠副会長 任期２年
〇熊本県社会福祉審議会委員 (県健康福祉
政策課) 上田忠副会長
任期 平成21年１月１日～平成23年12月
31日
〇平成20年度 ｢児童生徒の心と体の健康づ
くり推進事業｣ 報告書作成委員会委員
(熊本県学校保健会) 田上大輔委員
長／学校歯科
任期 平成20年９月16日～平成21年３月
31日

11. 名義後援依頼�平成20年度臓器移植等普及推進月間講演
会／熊本県健康福祉部薬務衛生課� 〇第５回スペシャルオリンピックス日

本・熊本地区大会
〇第１回スペシャルオリンピックス日
本 九州ブロックサッカー競技大会
／特定非営利活動法人スペシャルオ
リンピックス日本・熊本�講演会／ ｢新老人の会｣ 熊本支部�平成20年度 ｢いいお産の日｣ 研修会・母

子保健推進員研修会／熊本県健康づくり
推進課�熊本県小児在宅人工呼吸療法研究会／同

研究会会長�歯とお口からの県民介護予防講座／熊本
県歯科衛生士会� ｢熊本小児歯科懇話会例会｣ ／熊本小児
歯科懇話会会長

12. 部活動補助金交付申請
剣道部に10万円､ 野球部に20万円､ 囲碁部
に２万円､ ボーリング部２万円､ テニス部に
５万円交付する｡
13. シニア倶楽部社会保険研修会の日程
11月８日 (土) 午後３時より､ ニュースカ
イホテルにおいて開催する｡
14. シニア倶楽部の日程
11月８日 (土) 午後５時より､ ニュースカ
イホテルにおいて開催する｡
15. 各会計８・９月末収支現況

資料に基づいて報告が行われた｡
16. その他
○推奨歯科医院制度認定準備委員会の第１
回目を､ 10月30日 (木) に開催する｡

協協 議議
１. 新入会員の承認 [承認]
一般会員１名､ 親子会員１名､ 勤務医会員
２名の入会を承認した｡
２. 歯科衛生士の業務
歯科衛生士法によると､ 歯科衛生士は歯科
医師の指導のもとであれば､ 業務範囲の枠を
超えて対応することが出来ると解釈される｡
堤会長より､ 学院の生徒募集も絡めて､ もう
一度歯科衛生士の業務について皆で考えてい
くよう問題提起がなされた｡
３. 混合診療
堤会長より､ 混合診療について､ もう一度
皆で考えていくよう問題提起がなされた｡
４. 旅費・日当
旅費・日当の見直しを､ 今後検討していく
こととした｡
５. 平成21年度各委員会事業予算の立案に伴
う助言 [承認]
常務理事以上の助言事項をもとに､ 各委員
会で次年度の事業計画・予算を､ 11月22日
(土) までに立案してもらうこととした｡
６. 三地区役員連絡協議会の協議題
提出されている協議題のほかに､ 何か聞い
ておきたい事があれば､ 浦田専務理事まで申
し出ることとした｡
７. その他
８. 11月の行事予定

(広報 宮坂 圭太)



他律的健康管理  →  健康教育  →  自律的健康管理

乳幼児歯科健診 園・学校歯科健診  保健教育    生涯にわたる自己管理の継続

フッ素塗布   フッ素洗口     組織活動    ８０２０の達成

        環境整備 健全な健康観・価値観確立 健康で生き生きした生活

             「生きる力」から「活かす力」そして「生きていく力」へ

行動できる環境づくり・環境整備・人材育成・人材活用・健康づくり政策

乳幼児期  →  学齢期  →  青壮年期  →  高齢期
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｢｢ヘヘルルススププロロモモーーシショョンン iinn 美美里里町町｣｣

渡辺 賢治

ヘルスプロモーションは､ ＷＨＯが1986年のオタワ憲章において提唱した新しい健康観に基づ

く21世紀の健康戦略で､ ｢人々が自らの健康をコントロールし､ 改善することができるようにす

るプロセス｣ と定義され､ ｢すべての人々があらゆる生活の場で健康を享受することのできる公

正な社会の創造｣ を健康づくり戦略の目標としています｡ 現在､ この考えに沿った保健活動が､

全国各地で展開されています｡

17年前から始まった美里町 (当時は中央町) における歯科保健活動は､ やがてヘルスプロモー

ションの理念を取り入れ､ 保育園､ 小中学校から青壮年､ 高齢者､ 障害 (児) 者へと広がり､ 健

康な人づくり､ 健康な町づくりへと発展してきました｡

地域の人々が生涯､ 健康で生き生きとした生活を送れるように､ 我々専門家はその専門性を生

かした活動を､ 地域を巻き込み､ 地域と連携しながら積極的に取り組み､ 地域の人々が生涯を通

じて自らの健康を適切に管理し､ 改善していく資質や能力を培っていく必要があると考えます｡

今回､ ヘルスプロモーションの理念に基づいた､ 美里町における地域歯科保健事業ならびに健

康教育の概念､ そして生涯を通した歯科保健事業のシステム構築についてご紹介したいと思いま

す｡

１) ヘルスプロモーションの理念に基づいた歯科保健事業の概念
人の生涯にわたる健康づくりは､ 乳幼児期の保護者の手にゆだねられ管理されている ｢他律的

健康管理｣ の時期から､ 学齢期以降の自らの思考・判断による意志決定や行動選択による ｢自律

的な健康管理｣ へと移行していかなければなりません｡ 歯・口の健康づくりを含む健康教育のあ

り方が､ 地域住民の健康づくりの方向や質を決定すると言え､ 健全な健康観と価値観を確立し､

生涯にわたって健康で自立した生活を実践できる､ ｢生きる力｣ ｢活かす力｣ ｢生きていく力｣ を

育む歯科保健事業を目指しています｡

２) ヘルスプロモーションの理念に基づいた健康教育の概念
むし歯や歯周病の原因についての ｢知識｣ が十分あったとしても､ 歯みがきの技術が未熟であ

れば､ 歯と口の健康を保つことは難しく､ また､ ｢技術｣ を習得していたとしても､ 歯みがきを

日常生活の中に具体的に位置づけることができなければ､ 習慣化しません｡ また､ 歯列や咬合の

状態によっては､ 構音障害や摂食・嚥下障害等の問題が生じます｡ さらに､ 地域住民の行動や態

度には ｢環境｣ が大きく影響します｡

地域住民への健康教育と共に､ 園教職員､ 学校教職員､ 専門職の研修､ また地域社会への情報
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提供や啓発活動､ 人材育成・活用を進めることで､ 地域全体が地域住民 (自分たち自身) の健康

を守り､ 育てる力を付けることにつながると考えられます｡

３) 生涯を通した歯科保健事業のシステム構築

地域の中で園歯科医､ 学校歯科医､ かかりつけ歯科医､ 家庭､ 幼稚園・保育所､ 地域社会､ 専

門家､ 行政が連携を図りながら進める､ 生涯を通じた ｢生きる力・育てる力を育む健康教育｣ は､

家族や友人そして地域に広がるヘルスプロモーション活動といえます｡

｢幼稚園・保育所・学校・健診事業における保健指導・学習｣ と ｢かかりつけ歯科医院におけ

る保健指導・学習｣ が ｢健診データの集積と有効活用｣ の中で､ ｢地域住民｣ に実施され (サン

ドイッチ型健康教育)､ また ｢地域の様々な取り組み (健康展､ 健康教室､ 料理教室､ 園・学校

の連携など)｣ と連携することにより､ ｢知識の日常生活における実践 (知識の生活化)｣ は ｢家

｢生涯にわたる健康行動の実践｣

【生きる力】
・自分で課題を見つけ､ 自ら学び､ 自ら考え､ 主体的に判断し､

行動し､ よりよく問題解決する資質や能力

・豊かな人間性 ・健康､ 体力

〈地域〉【教育機能・教育力】

園・学校の教育機能の強化・拡大

地域社会の教育力の再生・向上

〈家庭〉【子育て・親育ち】

家庭の教育力の再生・向上

【生きる力・育てる力を育む健康教育】
◇ ｢知識｣ 中心から ｢体験・気づき・発見・納得・行動｣ へ

◇集団指導から個々異なる口腔 (器質､ 機能､ 発達) や生活習慣を持つ子供・家庭への個別の指導

◇多様化した子供・家庭の生活スタイル､ 生活環境を考慮した健康教育

◇園教職員・学校教職員の研修､ 地域社会への情報提供､ 啓発活動､ 人材育成・活用

【知 識】

・歯の形と働き

・むし歯・歯周病の原因

・だ液の働き

・噛むことの効用 など

【技術・手法】

・ブラッシング

・歯間清掃

・食生活習慣

・定期健診 など

【機 能】

・話す

・笑う

・噛む､ 味わう

・飲み込む など

【環 境】

・乳幼児～高齢者歯科健診事業の充実 ・園関係者・学校教職員・専門職・各種団体の啓発

・園・学校歯科健診の充実 ・家庭､ 施設､ 地域､ かかりつけ歯科医の連携

・子育て支援の充実 ・園・学校の連携
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族､ 友人､ 知人への双方向の広がり｣ となることが期待できます｡

平成15年町村合併により美里町が誕生し､ 平成17年6月､ 生涯にわたる歯科保健事業のシステ

ム構築を目指し､ 美里町歯科保健連絡協議会を発足させました｡ 目標を ｢生涯にわたり､ よく噛

むことができ､ 食事や会話を楽しみ､ 心豊かに生活できる｣ としました｡ 幼稚園・保育園､ 小中

学校､ 食生活改善推進員､ 母子保健推進員､ 言語聴覚士､ 栄養士､ ＰＴＡ連合会､ 婦人会､ 老人

会､ 保健所､ 歯科衛生士､ 歯科医師をメンバーとし､ 子ども部会とおとな部会に別れ､ 歯科保健

計画の策定と実施のための推進計画､ 活動計画の立案と実施､ 再評価､ また地域における各種団

体､ 組織との連携､ 支援に取り組んでいます｡

子ども 子ども 大 人 大 人

幼稚園・保育所・学校・健診事業 (乳幼児～高齢者) における保健指導・学習

(集団・個別)

日常生活実践 (知識の生活化)と家族・友人への広がり

地域の行事

人材活用

地域の行事

人材活用

地域社会における取り組みと家族・友人・知人への広がり

かかりつけ歯科医院における保健指導・学習

健診データの集積と有効活用 (母子手帳⇔幼稚園・保育所⇒小中学校､ 成人､ 高齢者)������������ シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯�� �����
11月８日(土)社会保険委員会主催のシニア
倶楽部社会保険研修会終了後､ 平成20年度シ
ニア倶楽部懇親会が熊本全日空ホテルニュー
スカイにおいて開催されました｡
シニア倶楽部参加者による記念写真撮影の
後､ 竹下理事の司会進行のもと上田副会長の
開会の辞で始まりました｡ 堤会長が長年歯科
医師会発展のためご尽力頂いた諸先輩方へ感
謝を込めた挨拶をされた後､ 浦田専務より歯
科医師会の現況についての報告がありました｡
その後､ シニア倶楽部を代表して師井淳吾
会員(熊本市)より挨拶がありました｡ ついで
今回参加された堀川義治会員(熊本市・傘寿)
安光千年会員(阿蘇・傘寿)北田賢次郎会員(玉
名・喜寿)青砥忠孝会員(天草・古希)の４名の
寿賀会員に堤会長より記念品の贈呈があり､
堀川義治会員が代表してお礼の言葉を述べら
れました｡
その後､ 岩村泰行会員(熊本市)の乾杯のご
発声で宴が始まりました｡ 十分におなかも満
ち適度にアルコールも入った頃､ 恒例のカラ

オケ大会が始まり､ 坂田光輝会員(荒尾)の
｢雨に濡れた花｣ を皮切りに田中宏会員(熊本
市)､ 林正之会員(熊本市)､ 中嶋敬介常務､ 中
原孝典会員(球磨)､ 小島博文副会長と浦田健
二専務のデュオ､ 武末憲一会員(人吉)の皆さ
んが自慢の喉を披露されました｡ 楽しい時間
もあっという間に過ぎ､ 吉田公典副会長の万
歳三唱の後､ 小島副会長の閉会の辞でお開き
となりました｡
ご参加頂いたシニア倶楽部の先生方に感謝
致しますとともに､ 来年はより多くの会員の
先生のお元気な姿にお会い出来ますことを祈
念致します｡ (厚生・管理 中山 万弘)

������������������������������������������������
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10月25日 (土) 午後２時より､ 宮崎県歯科
医師会館に於いて､ 助村大作日歯医療安全対
策委員長､ 田島宮崎県会長､ 他各県担当者の
出席のもと､ 九州各県歯科医師会歯科医療安
全対策担当者会が開催された｡ 尚､ 当県より
冨屋副委員長､ 片山委員長が出席した｡ 日歯
医療安全対策委員長の報告後､ 協議に入った｡
＜協議＞� 九州各県の医療安全対策関係事業計画
熊本県では､ 医療トラブル事故を予防する
ためには､ 会員の先生方の意識向上と各歯科
医院の全般的な対応能力及び質の向上が必要
である事｡ 又､ 患者側が考える良い歯科医院
となるために､ ｢安心安全な医療環境の歯科
医院｣ ｢歯科医師を含む医療スタッフが患者
中心の優しい気配りのある対応をしてくれる｣
以上のような事も含め､ これまで取り上げら
れなかった ｢心身症｣ 等の精神的疾患や ｢非
歯原性歯痛｣､ ｢クレーマー対策｣ 等､ 総合的
に検討した上で､ 現在､ 冊子の作成にとりか
かっている事を報告した｡� 各県提出議題
・案件処理中の患者さんへの補償
・電話相談､ 紛争事例の提示
・メーリング・リストの構築
当県では問題なく案件を処理している｡ 尚､
メーリング・リストについては責任の所在等
を明確にする事を提案した｡� 統一フォーマットによる事例報告
・43 処置のため浸麻を行い､ 同時に歯肉
切除､ その後の知覚鈍麻
・埋状抜歯後の味覚麻痺
・抜髄による穿孔にて抜歯､ その後インプラ
ント等に対する治療の損害補償
・埋状抜歯後の口唇麻痺等
＜講演＞
宮崎県歯科医師会 江藤利彦顧問より ｢医
療裁判と今後について｣ と題して講演があっ
た｡
１つの裁判例を出した｡ 概要は次の通りで
ある｡

事案の概要
原告 (患者) は､ 被告 (歯科医師) 歯科医
院において､ 重度から中程度の歯周病・咬合
不良と診断され､ 24歯を大幅に削合する処置
を受けた｡ その結果､ 再治療が必要となり､
咀嚼能力低下などの後遺障害を発生した｡ 被
告の診断及び処置について説明義務の違反､
不法行為責任があるとして､ 損害賠償を請求
した｡
この件に関しての争点は次の３点である｡
１. 本件治療について､ 被告の説明義務違
反はなかったのか
２. 本件処置は､ 原告に対する不法行為に
該当するか
３. 原告の提言
又､ 争点に関する双方の主張 (言い分) 等
について講演された｡
医療サイドからの目線と患者サイドの目線
から見た講演であったが､ 歯科医師が自分の
判断だけで患者さんのために最善を尽くした
としても､ 患者さんの価値観に照らしてみれ
ば､ 必ずしもそうでない場合がある｡ 患者さ
んが正確に理解できる為に､ いかに平易で具
体的に説明すべきかを再確認させられた｡ 尚､
最近の裁判事例に於いても､ 説明義務違反に
問われる事が多いようだ｡
今回出席して､ 会員の医療事故を限りなく
０に近づけるためには､ 医療トラブルを予防
することが最重要課題であり､ 日々研鑽して
いく事が大切ではないかと感じた｡

(医療対策 片山 幸博)

������������ ―九州各県歯科医療安全対策担当者会―
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医療トラブルの予防が最重要課題
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10月11日 (土) ・12日 (日) の両日に渡り､

熊本県歯科医師会館において､ 第２回の歯の

健康力推進歯科医師等養成講習会が開催され

た｡ 受講者は前回講習会から本日までの期間

に各自､ 介護保険関係施設に出向き､ 介護に

関わる各職種や介護サービスの種類や提供方

法､ 介護支援専門員との連携などについて現

場において研修し介護に関する理解を深めた

上で今回の講習に備えた｡

午後１時30分開会｡ 堤直文会長の挨拶､ オ

リエンテーションの後､ １時40分より初日の

講習会が始まった｡ ファシリテーターには､

前回に引き続き教育プロデューサーの藤井誠

氏を向かえ ｢訪問歯科診療を目的とした医療

連携の推進｣ についてのテーマでワークショッ

プが行われた｡ 各グループごとにＫＪ法の手

法を取りながら､ ブレインストーミングを行

い､ 医療連携のための協働のあり方や新しい

仕組みについて纏め上げていった｡ 今回の講

習の骨格である２日間のワークショップによっ

て受講者それぞれに気づきがあった事を確信

する｡ その後､ 熊本機能病院に勤務する古川

由美子歯科衛生士より ｢在宅医療チームが求

める歯科診療 口のリハビリテーションの実

現を目指すために｣ の演題で講演が行われた｡

口腔ケアの基本理念が大事なこと､ 急性期・

回復期・維持期のリハビリテーションにおい

て十分な各職種の連携が必要な事などを話さ

れた｡

12日 (日) 午前９：30分より２日目の講習

会が始まった｡ 講師には先に ｢くまもと歯の

健康文化賞｣ を受賞された特別養護老人ホー

ム矢筈荘の松岡聖子施設長を講師に迎え ｢矢

筈荘における日常的口腔ケアの取り組みにつ

いて｣ の演題で話をされた｡ この施設は､ 数

年前より口腔ケアを本格的に実践され確実に

その成果を残されてきている施設である｡ こ

れまでの経過やこれからの展望､ 現状の課題

について語られ､ 我々歯科医師としても今後

も協力連携して口腔ケアに取り組む必要性を

実感させられた講演であった｡

その後､ 吉田製作所より各メーカーの訪問歯

科診療に用いる機械器具・消耗品の使い方に

ついて機械器具の展示と共に説明がなされた｡

午後１時30分より熊本大学医学部付属病院

総合診療部講師の谷口純一氏を講師に向かえ

｢患者急変への対応｣ のテーマで講演が行わ

れた｡ 蘇生のガイドラインの変遷特に現在の

ガイドラインについて・蘇生法の普及及び蘇

生教育現状について・歯科医師に求められる

急変時の対応について等の話がなされた｡ 歯

科医師にとても身近で重要な話であり､ あら

ためて患者急変時の対応について認識する事

が出来た講演であった｡

今回の４日間の歯の健康力推進歯科医師等

養成講習会を通して受講者の講習に対する姿

勢は､ 目を見張るものであった｡ 各県及び各

郡市より選抜された先生方とはいえ､ 訪問歯

科に対する意識の高さを感じさせられた｡ 今

回の研修を通して受講者をはじめとする各歯

科医師の地域歯科保健に対する更なる意識の

高まりを期待するものである｡

(地域保健 永田 英樹)

������������ ―歯の健康力推進歯科医師等養成講習会―

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔腔ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアのののののののののののののののののののののののの基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念がががががががががががががががががががががががが大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事����� ��
グループごとにワークショップを行った｡
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11月９日(日)熊本県歯科医師会館４F大ホー
ルにおいて､ 日歯生涯研修セミナー(ＤＶＤ)
および熊本県歯科医師会会員発表がおこなわ
れた｡ 参加者は会員121名､ スタッフ15名で
あった｡
堤会長の挨拶の後､ 早速生涯研修に移った｡
テーマは 『いつまでもおいしく食べて頂くた
めに』 －総義歯－であり､ 阿部二郎先生 (東
京都調布市開業) の ｢臨床・下顎総義歯の吸
着｣ のＤＶＤの研修を行なった｡
まず､ 阿部先生は総義歯を吸着させること
は意外に簡単であると述べられた｡ ポイント
は ｢義歯床全周囲を封鎖させること｣ であり､
そのための上下総義歯の封鎖メカニズム､ 臨
床テクニックを解説された｡
近年､ 咀嚼､ 咬合などの機能回復や義歯の
諸問題を解決するためにインプラントの応用
を勧められること多くなった｡ しかしながら､
無歯顎者の90％はインプラント治療に対する
外科手術への恐怖､ 健康上の問題､ さらには
経済性の問題などから総義歯を選択するため､
歯科医師はより良い義歯作成技術を遂行して
いかなければならないと話された｡
また､ 阿部先生は特に難しいとされる下顎
無歯顎の印象を採りやすくするための枠なし
トレーの開発や咬合床の作成法,さらには床
縁形態の設定法などについて臨床の動画等を
ふんだんに取り入れ細に渡り判りやすく説明
をされた｡
次に能動的研修でもある会員発表に移った｡
○ 森永博臣会員(上益城郡) ｢歯周補綴にイ
ンプラントを用いた１症例｣
歯周病患者の補綴治療に際し､ バーティカ
ルストップ確立のため､ ソケットリフトを用
いてインプラントを植立し良好な経過を辿っ
ている症例を提示された｡
○ 稲留裕士会員(球磨郡) ｢下顎無歯顎の
インプラント治療｣
無歯顎患者､ 特に下顎において総義歯の固

定源にインプラントを用いることでかなり快
適な食生活を提供できるようになってきてい
る｡ その方法として､ ３種類のアタッチメン
トデンチャーの利点､ 欠点､ またオール・オ
ン・フォーによる機能回復を解説された｡
○ 石神哲郎会員(人吉総合病院) ｢健康保
険人吉総合病院歯科口腔外科における入院
患者の状況と連携医療｣
人吉総合病院は県南の急性期医療を中心と
した基幹病院であり､ 過去５年間の入院患者
の地域､ 原疾患の統計と連携医療の取り組み
として､ 紹介患者に対する協同手術・協同診
療や勉強会などお互いの考えを理解し良好な
病診連携の確立の実施を紹介された｡
○ 大林裕明会員(玉名郡) ｢咬合高径を失っ
た症例を復活させるまで ～K-７ System
を用いて～｣
咬合崩壊をおこした患者において本来の顎
位がどこなのか悩む場面に遭遇することが多々
あるが､ マイオモニターとＫ７を利用して､
プロビジョナルレストレーションを用いなが
ら､ 適切な筋肉位を模索し､ 顎位を設定して
咬合の再構成を行っていく方法を解説された｡
○ 立山徹也会員(宇城市) ｢デジタルカメ
ラとカラーマネージメントについて｣
口腔内写真は使い勝手の良さからデジタル
カメラが主流になっているが､ 機器が異なる
と色は違って見える｡ この問題を解決するた
め､ 色を統一的に管理するカラーマネージメ
ントを説明された｡
○ 川嵜俊明会員(熊本市) ｢審美修復治療
の成功への要件｣
近年､ いろいろなマテリアルの開発と接着
修復の進歩により､ 盛んに審美歯科治療なる
ものが行われているが､ 歯科治療における基
本原則を守り､ 歯周組織および機能に調和し､
予知性のある治療であるためにマテリアルの
利点､ 欠点､ 注意点を多くの症例挙げて解説
された｡
以上６名の会員による熱のこもった発表が
なされた｡
最後に小島副会長が総括および謝辞を述べら
れ､ 発表者へ感謝の盾が贈呈された｡

過去２年､ 今年で３回目のＤＶＤ研修・会
員発表であった｡ これまで多くの会員の参加
があり充実した会員発表となった｡ 発表いた
だいた会員の先生方には感謝申し上げると共
に今後このような研修会が続くことを願って
いる｡ (学術 井上 裕邦)

������������ ―日歯生涯研修セミナー(ＤＶＤ版)＆会員発表―

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯のののののののののののののののののののののののの封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム�����

充実した会員発表であった
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九地連厚生行事結果表

野野球球大大会会

優 勝 熊本県
準 優 勝 沖縄県
最優秀賞 山口 貴久

(熊本県)
敢 闘 賞 西平三喜男

(沖縄県)

ゴゴルルフフ大大会会

○一般の部
順位 氏 名 所属 ＯＵＴ ＩＮ ＧＲ ＨＤＣＰ ＮＥＴ
優勝 岩 男 健一郎 大分県 41 47 88 18.2 69.8
２ 稲 田 義 仁 宮崎県 37 42 79 8.1 70.9
３ 横 山 司 宮崎県 49 48 97 25.2 71.8

○シニアの部
順位 氏 名 所属 ＯＵＴ ＩＮ ＧＲ ＨＤＣＰ ＮＥＴ
優勝 松 原 和 夫 宮崎県 39 44 83 17.2 65.8
２ � 島 近 英 長崎県 40 42 82 13.3 68.7
３ 高 橋 清一郎 沖縄県 45 46 91 13.0 78.0

ボボウウリリンンググ大大会会

《個 人 戦》

優勝 江頭 博 (福岡) 676

２位 江頭 修作 (福岡) 672

３位 千葉 研介 (佐賀) 625

《２人チーム戦》

優勝 福岡Ａ 江頭 修作
花岡 正人 1206

《個人総合》

優勝 江頭 修作 (福岡) 1917

２位 江頭 博 (福岡) 1885

３位 花岡 道子 (福岡) 1849

《４人チーム戦》

優勝 福岡Ａ

江頭 修作
花岡 正人
梶原 慎一
二宮 達哉

優 勝
熊 本 県

15－２

９－０ 11－４

０－７ ７－２ ０－３ ２－２
抽選
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テテニニスス大大会会

優 勝

肥後もっこす (熊本)

２－１
①(１－６)
②(６－２)
③(６－０)

２－１
①(６－１)
②(１－６)
③(６－０)

２－１
①(５－７)
②(６－４)
③(６－１)

３位決定戦

Ｊ
３－０
①(６－１)
②(６－０)
③(６－４)

Ｋ
１－２
①(２－６)
②(４－６)
③(６－３)

Ｌ
３－０
①(６－０)
②(６－０)
③(７－５)

Ｍ
１－２
①(２－６)
②(７－５)
③(４－６)

なしか(大分)

Ｂ
２－１
①(６－０)
②(６－０)
③(６－７)

Ｃ
２－１
①(６－２)
②(４－６)
③(６－１)

Ｄ
３－０
①(６－２)
②(６－０)
③(６－３)

Ｅ
０－３
①(５－７)
②(３－６)
③(２－６)

Ｆ
３－０
①(６－４)
②(６－０)
③(６－０)

Ｇ
２－１
①(６－３)
②(６－１)
③(０－６)

Ｈ
０－３
①(２－６)
②(６－７)
③(０－６)

Ｉ
０－３
①(６－４)
②(６－３)
③(６－１)

２－０
①打切り
②(６－３)
③(６－４)

Ａ
０－２
①(２－６)
②打切り
③(１－６)
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《団体戦》

優 勝 宮崎

準優勝 熊本Ａ

３ 位 福岡Ａ・Ｂ

剣剣 道道 大大 会会

囲囲 碁碁 大大 会会

優 勝 杉 尾 健一郎 六段 (熊本県)

準優勝 冨 安 俊 司 六段 (福岡県)

３ 位 桜 木 登 六段 (福岡県)

《個人戦 (一般) 》

優 勝 市 丸 英 二 (佐賀)

準優勝 中 嶋 隆 志 (熊本)

３ 位 祁答院 公 興
花 田 剛 典

(鹿児島)
(宮崎)� � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � �
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10月18日 (土) に福岡県久留米市の新宝満
川球場にて､ 秋晴れのもと第61回九州歯科医
学大会野球大会が行われ､ 熊歯野球部は３試
合連続コールド勝ちという九地連史上初の快
挙で､ 17年ぶり２回目の優勝を果たした｡
１回戦
山口完全試合 (パーフェクトゲーム)

(長) 西門―岩本､ 木原
(熊) 山口―渡辺洋
初回満塁から山口の遊撃内野安打と渡辺洋
の押し出しで２点を先制する｡ 続く２回にも
先頭上田の右前打を足がかりに､ 山口の左前
適時打などで３点を追加した｡ ５回にも２点
を加えてこの回でコールド勝ちとなった｡ 尚､
山口は５回を投げて､ 参考記録ながら完全試
合を達成した｡
準決勝
幾多の屈辱と煮え湯を飲まされた宿敵福岡
に借りを返す｡ 難的東山を攻略

(熊) 山口―渡辺洋､ 田中
(福) 手島､ 東山―神本､ 沖
▽三塁打 田中 (熊) ▽二塁打 田中 (熊)､
河合 (熊)､ 吉崎 (熊)､ 宗 (福)
河合と井野の連続安打で２点を先制した｡
田中と河合の連続長打で４点､ ６回にも田中
の左中間三塁打などで３点を追加した｡ 山口
は２試合連続の完封劇で長年越えられなかっ
た福岡の壁をついに越えた｡
決 勝
エース河合力投､ 強力打線爆発

(沖) 西平､ 島袋､ 西平―根間
(熊) 河合―右山
▽三塁打 吉崎 (熊)､ 宮本 (熊)
▽二塁打 井野２ (熊)､ 河合 (熊)､ 西 (熊)､
椿 (熊)､ 根間 (沖)

宮本の左越三塁打で同点に追いつくと､ 続
く３回には井野と吉崎の連続長打などの打者
一巡の攻撃で７点を追加して試合を決定づけ
た｡ ４回にも椿の左越二塁打など再び打者一
巡の攻撃で２回連続の７点を加えて､ 大量15
得点の５回コールド勝ちとなった｡

３試合連続コールド勝ち､ 奪った総得点は
31点､ 失点は２点であった｡ 混戦が予想され
た今大会であったが､ 熊歯の圧倒的な強さだ
けが記憶に残った大会であった｡ これも､ チー
ム一丸となって春から頑張ってきた賜物であ
ろう｡ 過去に連覇した県は福岡県と大分県だ
けである｡ 次にわれわれに課せられた目標は
この連覇である｡ しかし､ その前に来年の４
月に長崎で､ 四国と中国の優勝チームに開催
県の長崎を加えた３地区対抗戦がある｡ まず
の目標はこの大会の優勝である｡ 尚､ MVP
は２試合連続完封勝利の山口が選ばれた｡

(謝辞) 会場まで足を運んでいただいた堤
直文会長をはじめ執行部の方々にこの場を借
りて厚くお礼を申し上げます｡
※熊歯野球部ホームページに詳しいスコアシー
トと試合経過を掲載していますので､ そち
らのほうもぜひご観覧して下さい｡
参加者：菅原､ 上田､ 藤本､ 有田､ 中山､

河合､ 渡辺洋､ 右山､ 吉崎､ 井口､
田中､ 井上､ 井野､ 西､ 宮本､ 椿､
山口､ 木屋､ 渡辺裕

(井上 真樹)

―第61回九州歯科医学大会野球大会―

熊歯野球部大快挙!!

熊歯ナインで上田監督を歓喜の胴上げ

九地連厚生行事

野 球

長 崎 ０ ０ ０ ０ ０ ０

熊 本 ２ ３ ０ ０ ２X ７ (５回コールド)

(６回コールド)

熊 本 ２ ０ ０ ４ ０ ３ ９

福 岡 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

(５回コールド)

沖 縄 ０ １ ０ １ ０ ２

熊 本 ０ １ ７ ７ X 15
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10月18日､ 土曜日の朝から福岡市西新にあ

る修猷館高校武道場で､ 剣道大会が行われま

した｡ 開会の辞で福岡県歯科医師会剣道部の

坂牧大陸先生が､ ｢土曜日に開催するなんて

執行部はとんでもないことです｡ …｣ と挨拶

され､ その後歯科医師会の副会長が申し訳な

さそうな顔で挨拶されました｡

試合の結果から先に申し上げますと､ 団体

戦は決勝戦で宮崎県チームに１勝２敗２分で

敗れ準優勝でした｡ 個人戦も中嶋隆志七段が

準優勝でした｡ ちょっと残念です｡ 祝勝会の

美酒が飲めません｡ 私も年取ったせいか ｢準

優勝でもいいか｣ と思えるようになってきま

した｡ 若い頃は ｢優勝以外はだめだ｣ と大し

て強くもないのに思っていたものです｡ 剣歴

は私で中一から始めて40年になります｡ 牧野

剣士､ 工藤剣士､ 西田剣士､ 中嶋剣士はもっ

と長いです｡ 40年も続けていると､ 何となく

剣道というのが少しだけ見えてきたような気

がします｡

うつ病が治って妻に､ ｢俺､ 剣道の宇宙が

見えたんだ｣ と言ったら､ 妻から ｢あんた､

うつ病が治ったら本当の気違いになったんや

ねえ｣ と言われてしまいました｡ もう妻には

剣道の話はしません｡

さて､ 自分が今までやってきたのは剣術の

練習 (速く打つ､ 上手にかわす､ かっこよく

勝つ etc) であって決して剣道ではなかった

ような気がするのです｡ どう表現したらよい

のかなかなか難しいのですが､ まず武道の

｢武｣ という字は､ 国語辞典では ｢勇ましい､

強い､ 戦う…｣ などの意味が載っていますが､

｢武｣ という字は､ ｢戈 (ほこ) を止める｣ と

いうことで､ 要するに ｢防ぐ｣ ということな

のです｡ 決して戦うことではないのです｡ ま

た剣道は練習と言わずに稽古と言います｡ 稽

古とは論語の書経 (政治の書) の中に出てく

る言葉で古(いにしえ) の政治を省て今の政

治を考える (稽は考えるという意) という事

が広辞苑に書いてあります｡

剣道は元々刀と刀の命のやりとりでした｡

死というものが常に身近にあったのです｡ 負

けるということは死を意味するのです｡ 私な

んかもう何百回死んだことか､ それでも元気

に歯医者やっとります｡ 宮本武蔵は一度も負

けたことがないということです｡

剣道は剣を通しての人の道であり､ 華道は

花を通しての人の道です｡ 人の道を踏みはず

すことだけはしないようにせなばなりません｡

剣道大会の報告としてはちょっとずれちゃい

ましたがまあお許しください｡ ちょっとカッ

コよすぎたかな､ デヘ｡

(田ノ上 輝)

―九地連剣道大会―

団体戦準優勝

九地連厚生行事

剣 道
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第20回九地連テニス大会が東平尾公園博多
の森テニス球技場で開催された｡
熊本県から肥後もっこすチーム､ 火の国チー
ム､ それぞれ６人混成チーム３人の計15人が
参加した｡
今年はトーナメントの試合方式で､ 初戦か
ら負けられない上に､ ３連覇達成のプレッシャー
(これまでに３連覇した県はない) もあり､
少し緊張した朝を迎えた｡
肥後もっこすチ－ム (山口､ 山口英､ 山根､
八木､ 友枝､ 小野) は山口・山口英ペアと山
根・八木ペアの活躍で３回戦まで難なく勝ち
上がった｡ 最大の難関と思われた準決勝のな
しかチーム (大分) との対戦では､ 見事相手
の１番手とこちらの３番手が試合することに
なり､ 作戦も見事に的中し､ 決勝進出するこ
ととなった｡ 決勝戦の相手は､ 宿敵博多山笠
チームであったが､ 平均年齢が上がっている
せいか､ もしくは主管の疲れか､ いつもの強
さは無く､ 見事優勝することができた｡ 結果
としては､ 楽勝といえる感じだった｡ また､
友枝・小野ペアもがんばり悲願の１勝をあげ
ることができた｡
火の国チーム (大塚､ 野村､ 木村､ 東､ 高
松､ 飯田) は初戦で､ 準優勝した博多山笠チー
ムと対戦したが､ 善戦むなしく負けてしまっ
た｡ コンソレーションにまわり､ 優勝を狙っ
たがリ・コンソレーション３位という結果に
終わった｡
混成チーム (深水､ 城井､ 豊田) は沖縄の

３人の先生との混成となり､ 初戦でかぼす
(大分) に勝ったが2回戦で肥後もっこすチー
ムに負け､ 最後に火の国チームとリ・コンソ
レーションで対戦し接戦の末､ 敗退してしまっ
た｡
今年の大会は会場の関係で､ 他の試合の応
援や他県の先生との交流が出来にくかったの
で､ 少し盛り上がりにかけていたのが残念だっ
た｡
また､ 今大会は20回の記念大会だったので､
20回連続出場の先生の表彰が行われたが､ 熊
本県には該当者はいなかった｡
試合終了後､ 熊本県チームはいつものよう
にビールで祝杯をあげ､ 焼肉を腹いっぱい食
べ､ ２次会で城井先生の誕生日まで祝い､ 最
高の盛り上がりで夜が更けていった｡
何はともあれ､ ３連覇万歳！

(飯田 誠治)

―第20回 九地連テニス大会―

初の３連覇達成

九地連厚生行事

テニス

今回の九地連・厚生行事､ ボウリング福岡
大会は､ 10月18日(土)､ 博多スターレーン８
Ｆ (61Ｌ～82Ｌ) にて､ 九州全県から､ 88名
の参加選手が集い､ 開催されました｡
熊本県からは､ ４名の選手がエントリーし､
個人戦､ ２人チーム戦､ ４人チーム戦､ 各３
Ｇ､ 合計９Ｇを投球し戦いました｡
結果は､ 個人戦及び個人総合は共に15位の
井手尾選手､ ２人チーム戦は８位で井手尾・
菊竹組､ ４人チーム戦は８位で西銘・春野・
井手尾・菊竹組でした｡
例年､ 福岡県勢の強さが目立つのですが､
今大会も各シリーズ上位入賞は､ 福岡県の独
占になりました｡
反省点は､ 準備不足､ 練習不足につきると
思われます｡ 対策を考えて､ 次回大会は良い
成績を残せる様に､ 部員一同､ 努力したいと

思います｡
雨模様の中､ 応援にかけつけていただいた､
堤会長及び理事の先生方には､ 大変感謝致し
ます｡ ありがとうございました｡

(菊竹 茂人)

―九地連ボウリング大会―

福岡県の強さが目立った

九地連厚生行事

ボウリング



の定着化を
行ったこと､
メリットと
して口臭激
減や開口や
表情の好転
をあげ､ 最
後に今後も
他職種協働
で 『食べる
ことができ
る口』 を目指したい｡｣ と講演された｡
黒岩講師は参加していた矢筈荘スタッフの
看護師・相談員・介護士・管理栄養士・歯科
衛生士､ それぞれの立場からの苦労や考えを
聞くことから始められた｡ ひとつの施設でこ
れだけの職種が ｢食べさせること｣ に関わっ
ていることが実感された｡ また顔面にガムテー
プを張り､ 麻痺体験とともに口腔ケアを行う
相互実習に移った｡ ネクタイ姿の歯科医師会
会員や他職種の方もはじめての体験で戸惑い
ながら､ 熱心に講師に実技指導を仰いでいた｡
懇親会でも黒岩講師と松岡施設長に食べる
暇なく熱心に質問がなされ口腔ケアの話は尽

きなかった｡ 天草郡市会員の熱意が伝
わった一日であった｡

(天草郡市 広報委員)

―天草歯科学会―

10月25日 (土) 午後３時より ｢食べること
ができる口づくり｣ と題して､ 矢筈荘松岡聖
子施設長と黒岩恭子氏 (神奈川県開業) によ
る､ 講演と口腔ケアの体験実習を行った｡ 18
0名を超える歯科従事者と施設病院職員など
他職種の参加があり､ 席を立つことなく最後
まで熱心に体験実習を行った｡
久々山会長はあいさつで ｢口腔ケアの重要
性の認識は日増しに高まっている｡ ただし歯
科関係者のみならず､ 他職種協働で当たらな
ければ成功はありえない､ 他職種の皆さんも
今日はたくさん見えられているので､ よい関
係を作って口腔ケアを広めたい｡｣ と述べた｡
矢筈荘松岡施設長は ｢平成17年に口腔ケア
推進を施設として明文化して 『口腔ケア委員
会』 設置､ 非常勤歯科衛生士の採用で職員へ
の指導を行い､ 入所・通所者ともに口腔ケア
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めて会は滞りなく終了した｡
向井喜男先生が作られた碑文の最後は平家
物語の件になぞらえてこのように結ばれてい
る｡ ｢願わくは 歯恩精舎の鐘の響 津々浦々
に木霊して衆盲を開眼せしめられよ｣ この
思いがあまねく世間に広がりますように｡

(槌本亮二郎)

―天草郡市歯科医師会第50回歯牙供養祭―
10月25日 (土) 午後2時より天草市の本渡
南公園 『歯恩の碑』 前の特設会場にて第50回
歯牙供養祭が行われた｡ 今回は50回という節
目の開催でいつにも増して厳かに執り行われ
た｡
森口専務理事の開会の辞の後､ 久々山会長
による祭文奏上が行われ､ 続いて本妙寺住職
の読経が流れる中会員が次々と焼香を行った｡
さらに久々山会長が昭和44年 『歯恩の碑』 建
立当時に御尽力頂いた当時の横山会長､ 碑文
を作成して頂いた元日本学校歯科医会会長向
井喜男博士､ 碑文の命名を頂いた元熊本県学
校歯科医会会長栃原義人先生等等の話をされ､
半世紀前より､ 歯に対する感謝と予防歯科へ
の熱い思いが連綿と受け継がれていることを
話された｡
最後に松田常務理事が大臼歯と下顎骨を模っ
たモニュメントのもとへ供養された歯牙を納

顔面にガムテープを貼った麻痺体験実習

口腔ケアは､ 他職種協働で当たらないと成功はあ
りえない

半世紀前より連綿と受け継がれる熱い思い

天草����������������������



とんどで､ 本当は､ 興味のない方に､ もっと
自分の口腔のことを理解してもらうことが､
今後の課題になるのではないか｡ 私たち歯科
医師が身体と歯を分けて考えるのではなく､
もっと､ 深い関係があり様々な身体的影響を
及ぼしているということを､ 啓発していくこ
とが必要ではないか｡ また､ 行政も国民の健
康があってこその､ 国益の向上と言う事に早
く気がついて､ 政策に転化して国民皆保険の
充実をはかることを願います｡ (瀬戸 雄行)

―平成20年歯ッピーネットフェスタ―

10月25日 (土) 午後２時
より､ ジャスコ錦店におい
て､ 人吉市保健所､ 人吉球
磨歯科衛生士会､ 熊本県歯
科用品商組合の協賛､ 人吉
歯科医師会の主催で､ 歯ッ

ピーネットフェスタが開かれた｡ 歯科医師会
は､ 熊埜堂新会長をはじめとして13名の会員
先生方が出務して､ 無料歯科健診・相談・無
料フッ素塗布をおこないました｡ 来場者数は
138名で､ ６月に先行して行なわれた歯の衛
生週間の健診を超える来場者数で､ ショッピ
ングモールでの開催の有効性がみられた｡ 衛
生士会の方々によるフッ素塗布､ ブラッシン
グ指導､ 各先生方による歯科相談が行われた｡
患者さんの年代は10歳未満が最高で76人で､
お子さんに対するむし歯予防､ 治療相談が多
く､ 子育てに関心を持たれているお母さんが
多いことに安心感をおぼえました｡ しかし､
毎回私が思うことですが､ 歯科健診に来られ
る方々は､ 自分の口腔内に興味がある人がほ
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人吉

磨けてるかな

ついて協議が行われた｡
来賓として､ 島津玉名市長ならびに林田衆
議院議員より､ それぞれの立場からの御挨拶
をいただいた｡ 総会終了後は宴会場へと席を
移し､ 和やかな雰囲気の中懇親会が行われた｡

(加藤 恭裕)

―臨時総会―

10月26日 (日) 午後６時
30分より玉名市司ロイヤル
ホテルにて､ 平成20年度玉
名郡市歯科医師会臨時総会

が開催された｡ 増田会長の開会の挨拶に始ま
り､ 新入会員の紹介があった｡ その後､ 専務
会､ 代議員会報告､ ならびに連盟評議員､ 国
保組合会議員より､ それぞれ活動報告がなさ
れた｡
議事として､ 平成19年度 (社) 玉名郡市歯
科医師会会計歳入歳出決算 (案)､ ならびに
玉名郡市歯科医師共済互助会の決算 (案)､
玉名郡市歯科医師連盟､ KDMU 決算 (案)
がそれぞれ承認された｡ また､ 公益法人制度
改革への玉名郡市歯科医師会の今後の対応に

玉名

����������������
各報告を真剣に拝聴した



11月８日 (土) 午後３時より熊本県歯科医
師会館で､ 宇城三郡市合同学術講演会が行わ
れた｡ 今年は､ 講師に熊本市開業の添島義和
会員をお招きし ｢欠損補綴からみた咬合の維
持・安定｣ ～パーシャルデンチャーからイン
プラントまで～という演題でご講演頂いた｡
日常臨床において義歯を作製しても痛くて

ンスを元気よく踊る姿を見て､ いくつになっ
ても何に対してもパワフルにチャレンジでき
るように頑張らなければと思いました｡ これ
からも皆様の力をお借りして､ もうひと頑張
りしようとおもいます｡｣ と挨拶された｡
田中会員の音頭で祝宴が始まり､ 山内会員
を取り囲み様々な話をしながら杯をくみかわ
した｡ 会は大いに盛り上がったが､ 午後９時

30分矢毛石会員の１本締めでお開きと
なった｡ (佐藤 昭彦)

―山内透会員還暦祝い―

11月１日 (土) 午後６時より嘉島町の ｢と
くなが｣ において､ 山内 透会員の還暦を祝
う会が開かれた｡
会に先立って山内会員を囲んで記念撮影を
行った後､ 玉置専務が開会の辞を述べ､ まず
江藤会長のあいさつとして ｢60歳と言えば昔
は､ 高齢と言われておりましたが､ 現在はま
だまだこれからという時代であります｡ 上益
城郡歯科医師会のためにも､ これを機会にま
すます元気にご活躍されますようお祈りして
おります｡ 本日は誠におめでとうございます｡｣
と述べられ､ 続いて河端副会長より記念品が
贈呈された｡
山内会員が ｢皆様本日は､ 私のためにこの
ような席を設けていただきまして誠にありが
とうございます｡ 還暦といわれてもまだ実感
がなく､ ただただ日々を過ごしてきただけの
ようにおもいます｡ ここ１年半程は､ 個人的
な問題で心身共に疲れた時期でもありました
が､ 先日新郎74歳､ 新婦57歳のカップ
ルの結婚式に出席して､ 新郎新婦がダ
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装着しないというケースが多数みられる｡ こ
のような症例は､ 咬合が不適切なことが原因
であることが多く､ 少数歯欠損であればイン
プラント補綴､ 多数歯欠損であれば､ コーヌ
ス､ アタッチメントや､ インプラント上オー
バーデンチャーというように義歯を維持し咬
合を安定させることにより補綴物を長期に使
用することができる｡ また設計上できるだけ
シンプルにし､ メインテナンスや修理・改造
がしやすいようにすることが大切であると説
明され､ これに基づく多数の症例を見させて
頂いた｡
我々日常臨床に携わる者としては､ たいへ
ん有意義な講演であり約60名の出席者が２時
間30分真剣な眼差しで聴講していた｡
懇親会でも若い頃の症例の話をうかがうこ
とができたりして遅くまで盛り上がった｡

(佐藤 昭彦)

山内会員を囲んで

上益城

―宇城三郡市合同学術講演会―

���������
目からうろこの講演であった
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安心して夢の様な日々を過せたのも､ 台湾兄
貴こと球磨の梁会員のおかげです｡ 大謝｡ そ
して､ Ｉ先生の個人的な下見にも謝謝｡

(球磨郡 山村 礼二)

11月１・２・３日､ 球磨
郡歯科医師会単独では最後？
となる懇親旅行を行いまし
た｡
行き先は台湾｡
参加者は向江会長をはじ

め総勢8名｡
中洲の前夜祭による寝不足も何のその､ ３
日間で台北101ビル､ 故宮博物館､ 九分(にん
べんに分)等の代表的な台北の観光地を回り
ました｡
現地の人気矯正歯科医院を訪問するという
真面目な一面もありましたが､ 浜崎あゆみご
用達の豪華なホテルに泊り､ 大きなフカヒレ・
人気飲茶を食べ､ 下町の全身マッサージなど

球磨

に就くこととなった｡ この日も天候に恵まれ
ず､ フェリーの上では肌寒いくらいだったが､
あまり気にせずに済んだ｡ こうして夕方５時
前には到着し､ 何事もなく無事に散会となっ
た｡
今回､ 入会間もないということで初参加と
なったが､ 諸先生方ともきさくに話をさせて
いただいて､ いろいろと有益なことも聞くこ
とができた｡ また常日頃と違う環境に身を置
くことで､ 英気を養うことにもなって非常に
有意義な参加となったと思う｡

(鹿本 橋本 英樹)

去る11月８､９日に山鹿・
鹿本地区の移動例会が､ 長
崎において行われた｡ 自分
自身つい最近､ 鹿本郡市歯
科医師会に入会したばかり
で何もわからないまま､ 今

回初参加させていただいた｡
８日午後３時に､ 山鹿市役所に集合してマ
イクロバスにて出発した｡ その日は雨だった
ため､ 景色を楽しむことはできなかったが､
お酒を交えながら歓談しつつ高速道路を長崎
へ向かった｡ 夕方六時前に稲佐山観光ホテル
に到着し､ その後中華街での食事､ 店の予約
などをしていただいた地元の先生も加わって
いただいてお酒を頂き､ その後は各自ゆっく
り休むこととなった｡
翌日９日は､ 朝９時に集合・出発して､ 長
崎市内を観光することとなった｡ 平和公園を
皮切りに､ 原爆記念館､ グラバー園と見学し
てまわった｡ 自分自身､ 小学生の時以来とい
うこともあって､ 過去を懐かしむと同時に､
また新鮮な気持ちで見学することができた｡
その後昼食をとり､ 今度はフェリーにて帰路

鹿本

―懇親旅行―
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平成20年度歯の健康ランドが11月２日 (日)

午前10時～午後４時迄､ 熊本市動植物園にて

開催された｡

このイベントは熊本県の若手歯科医師が､
自分たちで何か社会に貢献出来ないかと考え
て行われてきた恒例のイベントで､ 今年で16
年目を迎える｡
今年より熊本市の後援を頂き､ 熊本市の公
立保育園・幼稚園・小学校に２万部のポスター
を配布していたお陰で､ 心配していた天候に
も恵まれ多数の来場者があり､ その中には日
頃､ 来院されている患者様の姿もあり､ 動植
物園関係者からも､ 日頃の３倍近くの来園者
があると驚きの声も聞かれる程であった｡

イベント内容
オーラルスクエアー
新樹会 (歯科医師)・中島学園 (歯科衛生
士科) による｡�無料歯科相談コーナー (歯科相談・矯正相
談・歯科検診)�ブラッシング指導コーナー�フッ素洗口コーナー
ステージ・イベント
＊サンスター版オーラルケア劇 ｢ミッフィー
とうたおう｣ (サンスター提供)
＊オーラルケアクイズ (新樹会提供)
＊ブラッシング指導 (中島学園提供)

３倍近い来園者数！

―新樹会 歯の健康ランド―

オーラルスクエアーの結果
歯科相談 ： 360人
ブラッシング： 196人
フッ素洗口 ： 739人
合計 ：1295人

以上の様に多数の参加者があり､ 参加者に
はサンスター製品のオーラルケアグッズ､
(株) KAWARYO九州提供のおもちゃ等の
おみやげをもらい､ 笑顔で帰られる姿を見て､
イベント関係者もこのイベントの素晴らしさ
を､ 改めて実感出来た事でしょう｡ イベント
開催に伴い､ 皆様のご協力に感謝するととも
に､ 今後共､ 末永くご協力賜りますようお願
い致します｡
皆様ありがとうございました｡

＊主催：新樹会
＊共催：熊本県歯科医師会､
＊後援：熊本市・熊本市歯科医師会・熊本県
衛生士会・熊本県歯科用品商組合・熊本日日
新聞・熊本放送・テレビ熊本・熊本県民テレ
ビ・熊本朝日放送
＊協賛：(株)サンスター

(新樹会議長 椿 誠)

歯の健康ランド､ ステージイベント
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宇治 寿隆
熊本市大江6丁目25-26
宇治歯科医院
①歯周組織､ 顎骨に対
する再生医療の確
立

②今現在確立している
歯科医療における最
新技術を提示し､ 治
療を受ける患者さん

と十分な検討をし､ 信頼や安心感を与
え､ 確実な治療を提供する｡
③いかなる疾患の患者さんに対してもス
タッフ一丸となり､ 安心できる治療を
提供できるように日々心がけています｡
開院から40数年､ 口腔外科疾患を中心
に24時間診療体制を取っています｡
④日々知識､ 技術の向上に努め､ 口腔の
内外や全身的な健康状態の診査にも十
分に重点を置き､ 機能的にまた安全に

一一 般般 会会 員員

①今もっとも関心のあること
は何ですか｡

②自分が希望する歯科診療と
はどのようなものですか｡

③他の歯科医院にはない自分
の医院の特色を教えてくだ
さい｡

④今後の抱負は何ですか｡

寺� 恵多朗
上益城郡益城町

馬水808-５
寺�歯科クリニック
①歯科の社会的地位を
底上げすること｡
これから開業してい
き､ 地域に根ざした
診療を行い､ 一次医
療機関としての役割

を果たしていき､ 疾患の早期発見､ 早
期治療ができるように心掛けていくこ
と｡
②上記に加え､ 医療として歯科をとらえ､
デンタルＩＱの高い地域作りを行って
いきたい｡
③歯科用ＣＴを､ インプラントだけでは
なく､ 一般治療の診断にも役立ててい
きたい｡
予防や審美にも力を入れて､ リコール
率の高い病院作りを作っていく｡
④医療と経営のバランスをとりながら､
良質な医療を地域の患者さんに提供し
ていきたい｡

効率よく診療を進めていくように精進
致します｡
すべての健康は口腔からという信念に
基づき口腔医学確立のために微力なが
ら貢献できればと思っております｡

普通の住宅を１軒まるごとお店にしてあ
り我が家のようにくつろげます｡ そのため
か家族ずれや年配の方も安心して利用され
ています｡
今年で18年目をむかえたベテランの女将
さんが､ 気さくに相談にのってくれます｡
各地のお酒､ 焼酎､ ワインあり｡ 忘年会は､
ぜひ｡
５～８名３室､ 10～12名１室､ 15～35名
１室10～20名１室と全８室少人数から大勢
でも｡
おまかせ宴会コ－ス
￥3150￥4200￥5250￥6300～
＋飲み放題 男1575円 女1050円
宴会コ－ス ￥4000～8000円 (飲み放題)
11月､ 12月の10名以上の宴会
幹事１名無料

住 所 熊本市水道町４－32
ＴＥＬ 096－326－7168

フリ－ダイヤル 0120－888809
営業時間 17：30～23：00
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